
浸水対策事業１０年１００億円から１４０億円へ拡大

県内初 大規模雨水処理施設整備事業

令和４年１月２０日

半田川田第１雨水幹線 半田川田第１雨水幹線 半田川田ポンプ場完成イメージ



浸水対策事業の展開

平成30年3月26日

定例記者会見

津市雨水管理総合計画を策定

計画期間：令和元年度～令和10年度

事業費：10年 100億円

経済的かつ迅速に浸水被害を最小化
することが目的

防災・安全交付金とは

「命と暮らしを守るインフラ再構築」

「生活空間の安全確保」 を集中的に行う事業

⇒ 津市では、浸水対策事業（１４排水区）
地震対策事業 老朽化対策事業 を実施中

防災・安全交付金を
活用し事業を進める

平成30年3月26日



新たな財源の確保にむけて
慢性的な浸水被害が発生している半田川田・藤方第二

排水区では、早急な対策が必要であり、更に後年で計

画している雨水幹線の整備を含み事業を拡大すること

で効果が大きくなるが、長期に亘る工事となり大規模

な事業費となる。

新たな財源の確保

のため・・・

財務省 太田主計局長（当時）

を訪問し浸水対策、施設の更新

等、大規模な公共下水道事業に

おける財政措置について提言

国に対する提言活動

平成30年11月9日

県政要望活動

（三重県下水道協会提言活動）

（令和3年9月21日 県政に対する要望）

様々なインフラ整備

において、個別補助

制度が活用できるよ

う要望



新たな財源 個別補助事業制度
令和２年度

一定期間に集中的な投資が必要となる大規模な雨水処理施設について、

計画的な整備や適切な機能確保を図るため、集中的に支援する個別補助事業制度が創設

計画的・集中的な浸水対策を実施する新たな財源

令和３年度 県内初の大規模雨水処理施設整備事業として

半田川田・藤方第二排水区が事業採択される

個別補助（大規模雨水処理施設整備事業）：採択要件 ①概ね10年以内で完了②総事業費5億以上

防災・安全交付金（国土交通省予算）
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参考：令和２年度 下水道事業予算額 5,346億円



事業の前倒し（半田川田排水区）
事業費 約26億円 ⇒ 約48億円

近鉄線

JR線

岩田池

岩田川

Ｐ

半田川田ポンプ場

浸水軽減面積 111.7ha

現計画分 18.2ha

拡大分 93.5ha

現計画分

前倒し分

施工済

内容 半田川田第１雨水幹線

管径 1,200～2,800mm

延長 1,410m
うち現計画分 延長 718m

前倒し分 延長 692m
半田川田第２雨水幹線

管径 1,650～2,000mm
延長 359m

うち現計画分 延長 98m

前倒し分 延長 261m

効果

現計画期間（令和１０年度まで）では、

18.2haの浸水軽減面積であったが、完成年度

を令和14年から令和8年度へ6年前倒しするこ

とで、111.7haの浸水軽減効果を早期に発揮。



事業の前倒し（藤方第二排水区）

津市モーター

ボート競走場

御殿場

海岸

現計画分 0ha

拡大分 196.6ha

浸水軽減面積

196.6ha

前倒し分

現計画分

事業費 約23億円 ⇒ 約57億円

内容 管径 3,400mm

延長 1,516m （貯留量 約13,700ｔ）

うち現計画分 延長 1,196m
前倒し分 延長 320m

効果

現計画期間（令和１０年度まで）では、未完

了のため貯留機能効果が発揮できないが、完

成年度を令和11年度から令和8年度へ3年前

倒しすることで、196.6haの浸水軽減効果を早

期に発揮。



浸水対策事業の拡大①
重点対象排水区 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11以降

（後年計画）

①上浜 設計 工事

②栗真町屋 設計 工事

③橋内東部第二 設計 工事

④半田川田

（個別補助事業）

工事

⑤阿漕 設計 工事

⑥天神 工事

⑦北部第一 【完了】 工事

⑧野村第二 【完了】 工事

⑨野村第一 設計 工事

⑩射場・明神風早 設計 工事

⑪藤方第二

（個別補助事業）

設計 補償 工事

⑫長浜・伊倉津 【完了】 設計 工事

⑬志登茂川上流第二 設計 設計 工事

⑭安濃川上流左岸第二 設計 工事

事業費 ２６億円 ⇒ ４８億円

事業費 ２３億円 ⇒ ５７億円



浸水対策事業の拡大②

浸水対策事業

約100億円

地震対策事業

老朽化対策事業

浸水対策

事業費

拡大へ

老朽化対策事業

地震対策事業

個別

補助
浸水対策事業

約100億円

浸水対策事業

約40億円交付金
交付金

新たな財源を活用した浸水対策事業

集中的に投資し浸水対策事業を拡大させ

総事業費１０年間約１００億円から約１４０億円へ



問い合わせ

上下水道事業局 下水道工務課工事担当

〒514-0073 津市殿村5番地

ＴＥＬ：059-239-1033
ＦＡＸ：059-239-1037
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